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概要 

近年，大学内に蓄積されたさまざまな情報の内，学術論文，紀要，研究報告書などは，機関リポ

ジトリなどとして学内外に公開され，教育・研究に利活用されている．一方，写真，動画，実験・

観測データをはじめとした多くの貴重な学術情報は，教育・研究上非常に有用なものでありながら，

公開の対象外とされている場合が多い．この理由の一つとして，コンテンツを検索・表示する場合

に，利用者への検索性，結果の視認性が確保できないことが挙げられる．この問題を解決できれば，

学内の多様な学術情報を学内外に公開し，教育・研究に有効利用されることに一歩近づくと期待で

きる．筆者らは，その解決策として，地理的な位置情報を持つコンテンツと Google Earth を連携さ

せることで位置情報を可視化し，コンテンツに対する検索性・視認性を高める試みを行っている．

本稿ではその適用事例を紹介する． 
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1.  はじめに 

大学には，世界的にみても価値の高い学術情報が数多

く蓄積されている．さらに，大学の研究室では日々研究

が行われており，多くの情報が生産されている．近年，

大学内に蓄積されたさまざまな情報の内，学術論文，紀

要，研究報告書などは，機関リポジトリなどとして学内

外に公開され，教育・研究に利活用されている． 
一方，写真，動画，実験・観測データをはじめとした

多くの貴重な学術情報は，教育・研究上非常に有用なも

のでありながら，公開の対象外とされている場合が多い．

この理由の一つとして，コンテンツを検索・表示する場

合に，利用者への検索性，結果の視認性が確保できない

ことが挙げられる．このことは，利用者がその分野の専

門家であれば問題とならないが，一般の利用者はもちろ

んのこと，その資料を参照する関連分野の専門家にとっ

ても大きな問題である．この問題を解決できれば，学内

の多様な学術情報が教育・研究に有効利用されることに

一歩近づくと期待できる．筆者らは，その解決策として，

地理的な位置情報を持つコンテンツに着目し，Google 
Earth[1]と連携させることで位置情報を可視化し，コンテ

ンツに対する検索性・視認性を高める試みを行っている．

本稿では，その適用事例を紹介する． 

2.  Google Earth による情報の可視化 

デジタルコンテンツ1（写真，動画，音声などのコレク

ション）や実験・観測データは，一般に文字情報を持た

ない場合が多く，全文検索を利用できないため，コンテ

ンツに付与されたメタデータのみによる検索が行われる．

このため，利用者は，学術論文，紀要，研究報告書など

の検索と比べると，より適切な検索語句を指定する必要

があり，専門外の利用者にとって検索性が低いと言わざ

るを得ない．一方，このようなコンテンツの中には，地

理的な位置情報を持つものが少なくない．例えば，国内

外の文化遺産の発掘地や所蔵地，地質学における岩石や

動植物標本の採取地，さらに，観測データの観測地など

がある．位置情報としては，地名，緯度経度，ランドマ

ークなどが考えられる．これらのコンテンツが持つ地理

的な位置情報を利用し，Google Earthと連携して，位置情

報を地図上に表示することで可視化し，コンテンツの検

索性と結果の視認性の改善を図った． 
位置情報を Google Earth 上に可視化するために，

KML(Keyhole Markup Language)を用いた．KMLは，三次

元地理情報を表現するための言語で，Google Earth や

Google Map で地理情報を表すために用いられている．

KMLは，世界的にも普及しており，また，XML形式な

ので，他システムとの連携も容易なため，汎用性の面か

らも問題はないと考えられる． 
以下の章では，デジタルコンテンツへ適用した事例と

実験・観測データに適用した事例を紹介する． 

3.  適用事例 

3.1.  使用データ 

今回は，金沢大学内で蓄積されている様々な情報の内，

デジタルコンテンツへの適用事例として，筆者らがアジ

ア図像集成[2]として蓄積している学術資料（画像），実

験観測データへの適用例として，地球周辺の電波環境観

測を行っている「あけぼの衛星」[3]の軌道に関するデー

タを用いた． 
アジア図像集成は，インドの各地で撮影された画像で，

総数は数万点にも及ぶ．これらの画像は，講義にも用い

られており，講義資料として学生に配布されている．画

像のメタデータは，地域，タイトル，所蔵，特徴，サイ

ズ，材質，制作年代などを Excel の表形式によって管理

している．図 1 に，蓄積されているコンテンツの例を示

す． 

「あけぼの衛星」（EXOS-D）は，1989年に打ち上げら

れた科学衛星で，現在も観測を続けており，これまでに

蓄積されたデータ量は膨大である．今回利用したデータ

は，「あけぼの衛星」の軌道情報に関する情報で，30 秒

毎に 1 件のデータが入っており，1 年分の件数は約 105
万件，18 年では約 1890 万件となる．時間情報，高度，

地理的緯度，地理的経度，磁気的緯度，磁気地方時間な

ど 11種類のデータが記録されている． 

図 1 蓄積されているコンテンツの例 
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ている． 



 

 

3.2.  デジタルコンテンツへの適用 
アジア図像集成は，従来，Webページで公開を行なっ

ていたが，昨年より，リポジトリプラットフォームの一

つである DSpace[4]へ試験的に登録を行なっている．

DSpace は，同大学の金沢大学学術情報リポジトリ

（KURA）[5]をはじめ，国内外の機関で広く使用されて

いる．今回は，アジア図像集成が登録されているDSpace
とGoogle Earth を連携させた． 
アジア図像集成は，所在または出土地として地名情報

を持っている．この地名から座標を取得することとして，

２つの外部スクリプトを作成した．一つ目は，登録され

ている地名から座標を取得し，Google Earth 上に情報を

表示させる KML を生成するスクリプトである．Google 
Earth 上に表示させる情報には，地名，説明文の他，アジ

ア図像集成へのリンクを含めることで，Google Earth 上

からアジア図像集成への検索も可能とした．二つ目は，

与えられた地名から地図を表示するための視点を設定す

る KML を生成するスクリプトである．実装に外部スク

リプトを用いたのは，DSpaceへの変更を最小限とするた

めで，DSpaceへの変更は，アジア図像集成の情報表示画

面内にGoogle Earth へのリンク（実際にはこれらのスク

リプトへのリンク）を埋め込んだことである． 
図 2にGoogle Earthと連携した可視化システムの概要

を示す．Google Earth上への表示およびGoogle Earthから

DSpaceへの検索（リンク）は次のように行われる． 
① DSpace に埋め込んだリンクをクリックし，Google 

Earth への表示を指示 
② スクリプトに地名を渡す．これは，地図を表示した

場合の視点の情報となる 
③ スクリプトは②の視点用の座標と全ての地名につ

いての座標を問い合わせる 
④ 視点用の座標と地名の座標を受け取る 
⑤ 座標より地図上に情報を表示するための KML を

作成し，それをユーザに返す 
⑥ Google Earth が起動し，地図上に情報を表示する 
⑦ 地図上に表示される情報にはDSpaceへのリンクが

埋め込んであり，Google Earth からDSpace へのア

クセスが可能である． 
DSpace 上の表示画面に埋め込んだリンクの例を図 3
に，Google Earthでの表示例を図 4に示す． 

（地名など） 
②位置情報 

3.3.  実験・観測データへの適用 

実験・観測データでは，｢あけぼの衛星｣の衛星軌道情

報などの検索システムとGoogle Earth を連携させた．連

携したシステムは，著者らが以前開発した既存システム

[6]を改良したものである．これは，一般的なWeb-DBシ

ステムであり，ブラウザを通してデータベースに登録さ

れている軌道情報などの検索を行うものである． 

今回は，｢あけぼの衛星｣の軌道情報の内，衛星の高度，

地理的緯度，地理的経度を KML に加工するモジュール

を実装し組み込んだ．オプションとして，表示の際の視

点，軌道を表す線の幅・色，さらに，始点と終点の位置

を表すマークの有無を追加した．図 5がKML変換モジ

図 2 Google Earthと連携した可視化の概要 
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図 3 DSpaceに埋め込んだGoogle Earthへのリンク

図 4  Google Earth上での表示例 



 

 

図 5 ｢あけぼの衛星｣の軌道情報等検索システム 

ュールを組み込んだ検索システムの検索画面である．ま

た，図 6にGoogle Earth 上での可視化の結果，図 7にそ

の時のKMLの内容の一部を示す．これらは，｢あけぼの

衛星｣の 1989 年 5 月 1 日から 5 日間分の軌道情報を

Google Earth 上で可視化し，金沢大学上空に視点を置い

た例である．  

4.  おわりに 

本稿では，デジタルコンテンツや実験・観測データが

持つ位置情報を可視化し，利用者への検索性，結果の視

認性を高める試みを簡単に紹介した． 
可視化のために専用のアプリケーションを作成するの

ではなく，世界的に普及している Google Earth と KML
を用いたことで，より一般性をもたせることができた．

デジタルコンテンツ（アジア図像集成）の方は，地名と

その座標情報を対応させることによって可視化を行って

おり，また，実験・観測データ（あけぼの衛星）の方は，

直接高度と経緯度によって可視化を行っている．これら

のコンテンツと同構造のコンテンツであれば容易に適用

可能である． 
現在，アジア図像集成は最適化を終え，一部一般公開

を行なっている．今後，デジタルコンテンツとしては，

中国の各地で撮影された演劇動画コレクション，石川県

内の岩石標本画像コレクションなどに適用していく予定

である．また，実験・観測データでは，次のステップと

して，可視化された軌道情報と実際の観測データを連携

させる検討に入っている． 
 
謝辞 
本研究の一部は，科学研究費補助金（基盤研究 C，課

題番号2051006）のもとに行われた． 
 
参考文献 

図 6  Google Earth上で可視化した 
｢あけぼの衛星」の軌道 

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?> 
<kml xmlns="http://earth.google.com/kml/2.1"> 
<Document> 
  <name>AKEBONO - Orbit</name> 
  <description>Orbital condition of Satellite AKEBONO</description> 
  <LookAt>               視点の設定 
     <longitude>136.7074</longitude>  
     <latitude>36.5468</latitude> 
     <range>36000000</range> 
  </LookAt> 
・・・省略・・・ 描画スタイルの定義など 
  <Placemark> 
     <styleUrl>#StyleOrbit</styleUrl> 
     <LineString>             軌道描画 
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         -164.41,  -51.50,  11133729 
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図 7 生成されたKML（一部）  


